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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、

５
月
段
階
で
「
定
期
総
会
は
対
面

を
断
念
し
書
面
開
催
」
の
方
向
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
に
、
２
ヶ
月
遅
れ
の

幹
事
会
を
開
催
し
、「
書
面
開
催
」

を
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
書
面
開
催
」
で
あ
っ
て
も
「
対

面
」
方
式
同
様
、
各
報
告
の
承
認
・

や
各
議
案
の
賛
否
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
賛
否
の
確
認
は
、「
ハ

ガ
キ
」
に
よ
る
投
票
方
式
と
し
、

議
案
書
に
同
封
し
た
返
信
用
ハ
ガ

キ
に
、
賛
否
等
を
記
入
の
上
、
送

り
返
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
採
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

電
話
等
の
口
頭
で
は
、
記
録
が

残
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
正
さ
を
保

て
る
方
式
と
し
て
「
ハ
ガ
キ
投
票
」

と
し
ま
し
た
。
面
倒
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
対
面
」
方
式
な
ら
、
そ

の
場
で
質
問
・
意
見
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
修
正
や
補
強
案

を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

質
問
・
意
見
等
に
つ
い
て
は
、「
書

面
総
会
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文

書
に
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

修
正
・
補
強
意
見
が
出
た
場
合

は
、
内
容
に
よ
っ
て
は
修
正
し
た

議
案
を
み
な
さ
ん
へ
再
度
送
り
、

改
め
て
賛
否
を
問
う
こ
と
も
あ
り

え
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
遠
慮
と
か
は
無
用
に
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
に
修
正
・
補
強
意
見
が
な
け

上野公園不忍池のハス

＜報　告＞
　・2019・20 年度活動報告
　・2019 年度会計決算報告
　・2019 年度会計監査報告
　・2020 年度会計決算報告
　・2020 年度会計監査報告
　・2021 年度役員選出関係報告
＜議　案＞
　・2021 年度活動方針（案）
　・規約改正（案）
　・各種行事等において使用す
　　る「通称」の設定（案）
　・2021 年度会計予算（案）

【投票期限】　９月９日（木）
【投票方法】
　・「投票用ハガキ」の投票欄
　　に各報告・議案の賛否を記
　　入し、返送
　・一部の幹事等は NET 対応

【連絡期限】　８月 31 日（火）
【連絡方法】　
　・文書にて事務局長宛送付
　　書式、送付方法はフリー

第１３回
定期総会

「
書
面
」
方
式
に
て
開
催

議
案
等
の
賛
否
投
票
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◎賛否投票対象の議案など

◎賛否投票の方法

○議案等への質問・意見

れ
ば
、
９
月
15

日
開
催
予
定
の

幹
事
会
に
て
議

案
を
確
定
さ
せ

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

幹
事
会
で
書
面
方
式
決
定

議
案
等
の
賛
否
投
票
実
施

質
問
・
意
見
は
文
書
に
て

様
々
な
ケ
ー
ス
の
対
応
を
準
備

最
短
で
９
月
15
日
に
議
案
確
定
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確
認
し
、
そ
の
後
、
幹
事
間
の
調

整
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の

日
取
り
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

秋
の
学
習
交
流
会
は
９
月
15
日
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
事
故
か
ら
10

年
経
ち
、
処
理
水
の
海
洋
放
出
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
福
島
の
現
状

と
課
題
を
考
え
る
内
容
で
す
。

　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

昨
年
秋
に
コ
ロ
ナ
で
断
念
し
た

「
佃
・
月
島
探
訪
と
も
ん
じ
ゃ
の
会
」

で
す
。
開
催
日
は
10
月
20
日
で
す
。

　

親
睦
旅
行
は
、
従
来
、
宿
泊
を

基
本
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

希
望
者
の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
て
、

新
た
に
日
帰
り
旅
行
を
企
画
し
ま

し
た
。
20
名
程
度
の
参
加
を
目
標

に
取
組
み
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
渋

沢
栄
一
史
跡
め
ぐ
り
」、
11
月
26
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
以
降
も
毎
月
行
事
を
計
画
。

▼
１
月
…
新
春
の
集
い

▼
２
月
…
演
芸
を
楽
し
む
会

▼
３
月
…
春
の
学
習
交
流
会

▼
４
月
…
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
５
月
…
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

▼
６
月
…
定
期
総
会
（
対
面
方
式
）

　

た
だ
し
、
２
月
以
降
の
行
事
は
、

実
施
月
の
入
替
え
な
ど
も
あ
り
え

ま
す
。

　

幹
事
会
で
は
、
そ
の
他
、
次
の

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

①
来
年
の
参
議
院
選
挙
へ
向
け
て
、

自
治
労
組
織
内
候
補
の
鬼
木
ま
こ

と
さ
ん
を
組
織
推
薦
。

②
再
任
用
準
会
員
が
希
望
す
れ
ば
、

正
会
員
と
同
じ
よ
う
に
機
関
紙
や

資
料
の
自
宅
へ
の
送
付
を
可
能
と

す
る
条
件
整
備
。

③
第
13
回
定
期
総
会
の
「
書
面
開

催
」
と
実
施
方
法
決
定
。

④
年
間
活
動
計
画
の
確
認
。

秋の行事
９
月
15
日
に
原
発
問
題
の
学
習
会

10
月
20
日
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

11
月
26
日
に
日
帰
り
旅
行
を
予
定

　

７
月
６
日
に
開
催

し
た
第
９
回
幹
事
会
・

専
門
部
会
で
、
秋
の

行
事
の
基
本
計
画
を

10月20日（水）

午前１０時「月島」駅改札前集合
参加費２,000 円

秋のフィールドワーク
つくだ・つきしま探訪
江戸の風情と現代が重なる街
「もんじゃ」でビール付ランチ

住吉神社 お昼はコレ

● 日　時　９月15日（金）
　　　　　　午後 1 時 15 分開会
● 場　所　清掃会館地下ホール
● テーマ　福島原発事故から 10 年〜
　　　　　 福島の現状と処理水問題（仮題）

● 講　師　上澤 千尋 さん
　　　　　　（原子力資料情報室スタッフ）
　※午後３時から（学習会終了後）交流会

学習交流会2021秋

秋の日帰り親睦旅行（予定）
11月26日（金）

新１万円札の顔 渋沢栄一
史跡めぐり in 深谷

 ●池袋集合／解散
　 日帰りバス旅行
　 昼は深谷名物の
　 「にぼうとう」
 ●参加費６,000 円 渋沢栄一生家

９
月
か
ら
毎
月
行
事
開
催

来
年
１
月
以
降
も
毎
月
行
事

参
議
院
選
候
補
の
推
薦
等
確
認
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五
輪
強
行
で
医
療
崩
壊

菅
政
権
は
即
刻
退
陣
を

　

マ
ス
コ
ミ
は
連
日
、
日
本
の
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
を
報
じ
て
い
ま
す
。

外
国
選
手
は
不
慣
れ
な
超
高
温
多

湿
と
コ
ロ
ナ
で
軟
禁
状
態
の
過
酷

な
状
況
に
あ
り
、
突
出
し
て
有
利

な
環
境
に
あ
る
に
し
て
は
…
で
す
。

　

菅
政
権
は
東
京
五
輪
の
メ
ダ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
で
「
政
権
支
持
率
回
復
」

「
株
価
も
上
昇
」
を
目
論
み
、
開
催

強
行
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ

ロ
ナ
感
染
は
過
去
最
大
を
更
新
し

続
け
、
医
療
も
崩
壊
状
態
と
な
り
、

政
府
は
事
実
上
「
中
等
症
は
自
宅

療
養
」
と
、
い
の
ち
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

助
か
る
い
の
ち
が
救
わ
れ
な
い

状
況
を
招
い
た
の
は
菅
政
権
で
あ

り
、
ま
さ
し
く
「
人
災
」
で
す
。

　

感
染
症
対
策
の
原
則
は
「
早
期

発
見
・
早
期
隔
離
・
早
期
入
院
」。

検
査
体
制
の
充
実
と
、
専
門
の
臨

時
病
院
開
設
や
隔
離
先
の
確
保
が

必
要
で
す
。
た
だ
ち
に
オ
リ
・
パ

ラ
を
中
止
し
て
選
手
村
を
活
用
す

べ
き
で
す
。
や
る
べ
き
こ
と
を
何

も
や
ら
ず
、
国
民
に
自

己
責
任
を
強
い
る
菅
政

権
は
即
刻
退
陣
を
！

誰
の
た
め
の
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
な
の
か
？

　

東
京
五
輪
開
催
前
日
の
７
月
22

日
、
連
合
会
館
で
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
開
催
強
行
を
問
う
労
働
者
・
市

民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
谷
口
源
太
郎
さ
ん
。

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の
招
致
演
説

で
安
倍
は
「
福
島
の
放
射
能
汚
染

は
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と

大
ウ
ソ
を
つ
い
た
。
東
京
オ
リ
・

パ
ラ
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
な
い
。

「
東
日
本
大
震
災
復
興
五
輪
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
化
し
た
が
、
一
部
競
技

会
場
の
設
定
で
ご
ま
か
し
た
。

　

20
年
１
月
の
安
倍
の
施
政
方
針

演
説
は
オ
リ
・
パ
ラ
連
発
。
64
年

大
会
を
賛
美
し
国
民
一
丸
を
強
調
。

オ
リ
・
パ
ラ
で
国
民
統
合
→
憲
法

改
正
が
狙
い
。
そ
の
た
め
に
、
何

が
何
で
も
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
ま

ん
延
し
て
も
強
引
に
進
め
て
き
た
。

　
「
復
興
五
輪
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
で

消
え
、「
人
類
が
コ
ロ
ナ
に
打
ち

勝
っ
た
証
し
」
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

変
更
し
た
が
、
安
倍
が
ぶ
ち
上
げ

た「
完
全
な
形
で
開
催
」も
飛
ん
だ
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
経
済
利
権
を
守
る
こ

と
し
か
考
え
て
い
な
い
。

　

84
年
ロ
ス
五
輪
か
ら
商
業
主
義

に
変
化
。
収
入
の
７
割
は
放
送
権

料
。
招
致
活
動
に
カ
ネ
が
動
き
、

過
去
多
く
の
委
員
が
辞
任
。
Ｊ
Ｏ

Ｃ
前
会
長
竹
田
の
東
京
招
致
贈
賄

事
件
は
フ
ラ
ン
ス
で
捜
査
継
続
中
。

　

現
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
バ
ッ
ハ
は
ろ

く
で
な
し
。
ア
デ
ィ
ダ
ス
の
弁
護

士
で
ス
ポ
ー

ツ
マ
フ
ィ
ア

に
関
与
。
各

国
委
員
に
ベ
ン
ツ
を
贈
り
会
長
に

な
っ
た
。フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
だ
っ

た
が
、
ア
ン
フ
ェ
ア
な
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
だ
と
、
ド
イ
ツ
で
は
有
名
。

　

オ
リ
・
パ
ラ
は
立
候
補
都
市
が

激
減
。
変
革
と
称
し
、
都
市
の
分

散
開
催
や
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
ケ

ボ
な
ど
、
若
者
向
き
競
技
種
目
を

増
や
し
た
り
し
て
い
る
。
商
業
主

義
の
慣
れ
の
果
て
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
終
焉
を
意
味
す
る
。

　

五
輪
＝「
平
和
の
祭
典
」は
虚
構
。

64
年
東
京
大
会
で
は
、「
Ｉ
Ｏ
Ｃ

の
反
動
性
反
対
、
反
植
民
地
主
義
」

を
掲
げ
た
63
年
新
興
国
競
技
大
会

開
催
へ
の
制
裁
に
抗
し
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
北
朝
鮮
が
選
手
団
を

引
揚
げ
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
終
わ
ら
せ
る

べ
き
で
、
特
殊
な
ア
ス
リ
ー
ト
だ

け
が
主
人
公
で
は
な
い
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
の
交
流
、
共
存
と
し
て

の
新
た
な
場
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

五
輪
を
バ
ネ
に
憲
法
改
正
が
狙
い

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
利
権
屋
の
ろ
く
で
な
し

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
終
ら
せ
る
べ
き 講師の谷口源太郎さん

主催者代表挨拶・二瓶久勝さん
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６
月
29
日
～
７
月
21
日
に
、
２

件
の
署
名
（「
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め

る
署
名
」、「
東
京
電
力
・
柏
崎
刈

羽
原
発
の
設
置
許
可
取
消
し
を
求

め
る
署
名
」）
を
取
組
み
ま
し
た
。

　

取
組
み
期
間
が
短
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
別
記
の
よ
う
に
多
く

　

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
新

規
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
連
日
千
人
を

超
え
て
急
拡
大
し
て
い
る
東
京
で
、

４
日
後
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
強

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
７
月
19

日
、
こ
の
あ
き
れ
返
っ
た
状
況
の

中
で
、
最
後
ま
で
菅
政
権
の
責
任

を
追
及
し
よ
う
と
、
国
会
議
員
会

館
前
19
日
行
動
が
行
な
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は「
オ
リ
・
パ
ラ
反
対
！
」

の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
目
立
ち
、
人
々

の
命
よ
り
政
権
維
持
の
た
め
に
オ

リ
・
パ
ラ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

菅
政
権
へ
の
怒
り
が
充
満
し
た
。

　

会
場
で
の
発
言
で
は
、
こ
の
オ

リ
・
パ
ラ
反
対
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
大
失
敗
と
、
火
事
場
泥

棒
の
よ
う
な
憲
法
改
悪
策
動
と
、

基
地
反
対
の
声
の
圧
殺
を

ね
ら
う
「
重
要
土
地
等
調

査
規
制
法
」
強
行
採
決
へ

の
糾
弾
や
、
辺
野
古
の
闘

い
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る

非
正
規
女
性
労
働
者
の

「
い
の
ち
・
く
ら
し
・
人

権
を
ま
も
る
」
た
め
の
女

性
団
体
の
活
動
報
告
な
ど

が
次
々
と
語
ら
れ
た
。

　

夕
方
に
な
っ
て
も
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
だ
っ
た

が
、
参
加
し
た
６
名
の
退

職
者
会
の
メ
ン
バ
ー
は
横

断
幕
も
し
っ
か
り
掲
げ
て

最
後
ま
で
取
り
組
ん
だ
。

（
押
田
五
郎
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
く
コ
ロ
ナ
対
策
！

改
憲
策
動
反
対
！
米
軍
基
地
撤
去
！

い
の
ち
と
く
ら
し
と
人
権
を
ま
も
れ
！

退職者会の推薦決定！ ◉日本政府に核兵器禁止条約の
署名・批准を求める署名

　・署名協力会員　34 名
　・提出署名枚数　33 枚
　・署名筆数　　 113 筆
◉東京電力・柏崎刈羽原発の設

置許可取消しを求める署名
　・署名協力会員　34 名
　・提出署名枚数　34 枚
　・署名筆数　　 115 筆

署
名
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

参
議
院
選
挙
自
治
労
組
織
内
候
補

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


